
単元評価規準と小単元評価規準

研究事例 第２章 経済生活とビジネス

知的財産に関するホームページを活用した授業展開例

単元名 第２章 経済生活とビジネス

１ ビジネスの役割

２ ビジネスの発展

３ ビジネスに対する心構え

単元の目標 経済生活を支えるビジネスの役割、ビジネスの発展及びビジネスに対する望ま

しい心構えや考え方について具体的な事例を通じて理解させる。

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

単 経済生活とビジネ ビジネスの役割や ビジネスの役割と 経済の仕組みやビ

元 スの関わりに関心を その発展及びビジネ その発展について様 ジネスの役割とその

の 持ち、ビジネスの役 スに対する心構えに 々な資料を活用して 発展について、基礎、

評 割とその発展につい ついて、経済社会の 客観的に把握し具体 的・基本的な知識を

価 て、自ら進んで調べ 一員として様々な角 的に説明するととも 身に付け、ビジネス

規 たり、まとめたりと 度から考察するとと に、ビジネスに対す に対する基本的な心

準 しようとするととも もに、ビジネスに関 る基本的な心構えを 構えを理解し、自ら

に、ビジネスに対す する諸問題を見つけ 身に付け実践する。 課題を見つけ出して

る心構えを身に付け ようとする。 いる。

ようとする。

小単元名 ３ ビジネスに対する心構え （７時間）

小単元 ビジネスの諸活動を主体的・合理的に行うための望ましい人間関係、社会性、

の目標 倫理観など豊かな人間性と主体性、自己責任の観念、独創性などの創造的な能力

、 。を身に付けることの重要性に触れ ビジネスに対する心構えについて理解させる

また、知的財産に関する事例を取り上げ、ビジネスに対する創造性や豊かな社会

を作り上げていく上での望ましい考え方についても理解させる。

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

小 ビジネスの諸活動 経済社会の一員と ビジネスの諸活動 ビジネスの諸活動

単 を遂行するために豊 して、ビジネスの諸 を遂行するための豊 を遂行するために豊

元 かな人間性や心構え 活動を遂行するため かな人間性と基本的 かな人間性が大切で

の が大切であることに に必要な豊かな人間 な心構えを身に付け あることを自覚し、

評 気付き、自らそれを 性や心構えを様々な 積極的に実践してい 基本的な心構えにつ

価 進んで身に付けよう 角度から考察しよう る。 いて理解している。

規 とする。 とする。

準



ア　関心・意欲・態度 イ　思考・判断 ウ　技能・表現 エ　知識・理解

1

・生産・流通・消費という
経済の仕組みとその担い手
である家計・企業・政府の
関係について理解する。

・ビジネスとは何か、経済と
どのような関係なのかについ
て関心を持ち、自ら意欲的に
身近な事例を調べたりまとめ
たりしようとする。（行動観
察）

・経済を支える仕組みと経済
主体の関係、様々なビジネス
の例をあげながら考察しよう
とする。（ノート）

・経済を支える仕組みと経済
主体の関係、様々なビジネス
の例をあげながら具体的に説
明することができる。（ノー
ト・発表）

・生産・流通・消費という経
済を支える仕組みと経済主体
としての家計・企業・財政の
関係について基礎的・基本的
な知識を身につけ、ビジネス
の意義について理解してい
る。（ノート）

2

・企業が行う経済的諸活動
の総称であるビジネスの意
義や役割について理解する
。

・ビジネスの役割について関
心を持ち、自ら意欲的に事例
をあげようとする。（行動観
察・発表）

・ビジネスの役割について、
ビジネスを様々な角度から考
察し、共通点を見いだそうと
する。（ノート）

・ビジネスの役割について、
事例をあげながらその共通点
をまとめて説明することがで
きる。（ノート・発表）

・ビジネスの役割について、
経済を支える仕組みや経済主
体の関係に関する知識を前提
に理解している。（ノート）

1

・国際化・情報化・サービ
ス化・科学技術の進展等、
経済を取り巻く環境の変化
と関連させて理解する。

・経済を取り巻く環境の変化
とビジネスの発展及びそれに
伴う課題について、自ら意欲
的に調べたりまとめたりしよ
うとする。（行動観察）

・国際化・情報化社会の中で
生産・流通・金融などはどの
ような革新を遂げているのか
考察しようとする。（ノー
ト）

・経済を取り巻く環境の変化
とビジネスの発展について説
明することができる。（ノー
ト・発表）

・経済を取り巻く環境の変化
とビジネスの発展について、
それに伴う諸課題に対する方
策に関して理解している。
（ノート）

2

・地球環境問題、エネル
ギー問題への対応など新た
なビジネスの課題について
も触れ、ビジネスの創造性
の重要性について理解する
。

・新たなビジネスの問題点に
興味関心を持ち、それらのビ
ジネスの問題点を調べてたり
することができる。（行動観
察）

・経済を取り巻く環境の変化
とビジネスの発展について身
のまわりの経済生活を通じて
考察し、それに伴う諸課題に
ついて気付いている。（行動
観察）

・環境重視・環境保護のニー
ズに対応できる新しいビジネ
スについて提案することがで
きる。（ノート・発表）

・ビジネスの発展に伴う諸問
題を調べ、それについてまと
めることができる。（ノー
ト）

時 学習内容
学習活動における具体の評価規準および評価方法

小単元の指導と評価の計画

小単元「ビジネスに対する心構え」の指導と評価の計画

授業の流れ
一次　ビジネスの役割・・・・・・・・・・（２時間）
二次　ビジネスの発展・・・・・・・・・・（２時間）
三次　ビジネスに対する心構え・・・・・・（３時間）

1

2

次



ア　関心・意欲・態度 イ　思考・判断 ウ　技能・表現 エ　知識・理解
時 学習内容

学習活動における具体の評価規準および評価方法

小単元の指導と評価の計画

小単元「ビジネスに対する心構え」の指導と評価の計画

授業の流れ
一次　ビジネスの役割・・・・・・・・・・（２時間）
二次　ビジネスの発展・・・・・・・・・・（２時間）
三次　ビジネスに対する心構え・・・・・・（３時間）

次

1

・ビジネスの諸活動を主体
的・合理的に行うためには
望ましい人間関係、社会
性、倫理観など豊かな人間
性が必要であることを理解
する。

・ビジネスの諸活動を主体
的、合理的に行うためには、
豊かな人間性や創造性が大切
であることに気付き、自ら意
欲的に身に付けようと努力す
る。（行動観察）

・ビジネスに関する諸課題を
解決するには、具体的に何が
必要かを様々な角度から考察
しようとする。（ワークシー
ト）

・ビジネスに関する諸課題を
解決するために何が必要かの
意見を発表でき、自らもその
ように実践している。（ワー
クシート・発表）

・ビジネスの諸活動を主体
的、合理的に行うための豊か
な人間性や創造性を自覚し、
基本的な心構えについて理解
している。（ワークシート）

2

・主体性、自己責任の観
念、独創性などの創造的な
能力を身に付けることに触
れ、ビジネスに対する心構
えについて理解させる。

・新しい技術やアイディアに
ついて自ら意欲的に調べたり
することができる。（観察）

・新しい技術やアイディアに
ついて様々な角度から考察す
るとともに、身のまわりの経
済活動を通して自ら独創的な
ビジネスの諸活動を考える。
（ワークシート・観察）

・ビジネスの諸活動を遂行す
るための豊かな人間性や創造
性について、様々な資料を活
用して把握し具体的に説明で
きる。（ワークシート）

・ビジネスの諸活動を発展さ
せるためには豊かな人間性や
創造性が大切であることを理
解している。（ワークシー
ト）

3

・起業家精神や企業経営に
関する理念を取り上げて、
ビジネスに対する望ましい
考え方についても理解する
。

・起業家精神や企業経営に関
することに興味関心をもち自
ら意欲的に調べたりまとめた
りしようとする。（ワーク
シート・発表）

・ベンチャービジネスの働き
や仕組みについて、さまざま
な角度から考察しようとして
いる。（ワークシート）

・ベンチャービジネスが経済
活動を活性化している現状を
客観的に把握し、その結果に
ついて適切に表現している。
（ワークシート・発表）

・ベンチャービジネスの活動
内容や創設に関する基礎的・
基本的な知識を理解し、説明
することができるか。（ワー
クシート）

3



学 習 指 導 案
科 目 ビジネス基礎 単元名 第２章 経済生活とビジネス 第４節 ビジネスに対する心構え

本時の主題 ２ 技術やアイディアを生み出す（知的財産）
①ビジネスに関する用語や新しい技術やアイディアについて自ら意欲的に調べたりするこ

。 【 】本時の目標 とができる 関
②ビジネスに関する用語や新しい技術やアイディアについて様々な角度から考察するとと

、 。 【 】もに 身のまわりの経済活動を通して自ら独創的なビジネスの諸活動を考える 思
③ビジネスの諸活動を遂行するための豊かな人間性や創造性について、様々な資料を活用

。 【 】して把握し具体的に説明できる 技
④ビジネスの諸活動を発展させるためには豊かな人間性や創造性が大切であることを理解

。 【 】できる 知
過程 指導の内容・ねらい 学 習 活 動 指導上の留意点・観点別評価

・前時までの復習 ・ビジネスの世界で生きるうえ ・発問により確認する。
導 で望ましい人間関係を築くこ
入 との必要性を理解しているか

確認する。
5分 ・本時の目標を説明する。 ・本時の目標を確認する。 ・パソコンの操作ができる状態であ 注１

るか確認する。 資１
・知的財産、知的財産制 ・日本弁理士会のホームページ ・ホームページの検索がスムーズに 資３

度、知的財産と私たち を開き、知的財産について調 いくように留意する。 注２
の生活との関係につい べる。 注３
て理解する。 注４

［評価］
知的財産とは何か？ パソコンを有効に活用し、必要な
知的財産制度とは何か？ 情報をプリントにまとめてること
私たちの生活との関係はどう ができているか？
ですか？ 〈評価方法 （目標①）〉

机間指導による行動観察・発言 注５
・特許について理解する。 ・特許Ｑ＆Ａを見ながらプリン 資３

展 トの質問に答える。
開 ［評価］

特許とはどのようなものか？ プリントの質問に対して的確な考
物のデザインやネーミングは えを答えているか？
特許になりますか？ 〈評価方法 （目標②）〉
何年間有効ですか？ 机間指導による行動観察・発言 注５
発見と発明の違いは？ プリント 注６
特許をとることの意義は何

40分 か？

・ヒットした商品につい ・新しい技術やアイディアがあ ・自分の身のまわりの商品で便利な 資２
て理解する。 る商品について考える。 商品を特許との結びつきについて 注７

・プリントに記入する。 留意させる。

・新しい技術やアイディ ・ ヒット商品を支えた知的財 ［評価］ 資３「
アがビジネスに生かさ 産権」の商品を選び、プリン プリントの質問に対して的確に答 注８
れていくことを考える。 トにまとめる。 えているか？

〈評価方法 （目標③）〉
机間指導による行動観察
プリント

ま ・本時のまとめ ・知的財産について理解できた ［評価］
と か確認する。 ビジネスの諸活動を発展させるた 注９
め めには、日頃の生活の中で解決し

・本時の感想を書く。 ようとする課題に着目する姿勢が
。5分 ・プリント回収 大切であることを理解しているか

〈評価方法 （目標④）〉
プリント

Ｕ ＲＬ掲 載許可のホー ムページ

・日 本弁理士 会 「 http://www.jpaa.or.jp/ 」
「とっきょ 探偵団 http://www.jpaa.or.jp/kids/index.html」
「ヒット商 品を支え た知的財 産権 http://www.jpaa.or.jp/publication/hits/」



１．事前の準備

（１）資料１・・・・プリント①
資料２・・・・プリント②
資 料 ３ ・ ・ ・ ・ 日 本 弁 理 士 会 の ホ ー ム ペ ー ジ 「 http://www.jpaa.or.jp/ 」

（２）知的財産に関するＵＲＬ掲載許可のホームページ
・日本弁理士会 「 http://www.jpaa.or.jp/ 」

「とっきょ探偵団 http://www.jpaa.or.jp/kids/index.html」
「ヒット商品を支えた知的財産権 http://www.jpaa.or.jp/publication/hi

ts/」

・ 日 本 弁 理 士 会 附 属 機 関 「 知 的 財 産 支 援 セ ン タ ー 」 で は 、 教 育 機 関 向 け の 支
援活動も実施している。
参 考 Ｕ Ｒ Ｌ ： http://www.jpaa.or.jp/affiliation/center/center2.html

・北海道経済産業局 「 http://www.hkd.meti.go.jp/」
「発明・工夫と特許の国 http://www.hkd.meti.go.jp/hokig/student/inde

x.htm#idea」

２．指導上のポイントと留意点

注 １ ： ホ ー ム ペ ー ジ を 活 用 し た 授 業 展 開 の た め 、 Ｗ ｅ ｂ サ イ ト が 閲 覧 で き る 情 報
処理室を想定したものである。なお、一人一台が理想である。

注２：パソコンの操作方法は、個人差がある点に留意する。

注３：日本弁理士会のホームページを検索する。
「こどもたちのページとっきょ探偵団」のアイコンを開かせる。
余分な操作をさせない。

注４： みんなの生活と知的財産との関わり」のアイコンを開かせる。「
余分な操作をさせない。

注 ５ ： 机 間 指 導 を し な が ら 生 徒 の 考 え や 状 況 を 把 握 す る 。 授 業 の 進 度 に 反 映 さ せ
る。

注６：簡潔にまとめるように留意する。

注７：自分自身の発想や考案を柔軟に導くことができるよう留意する。

注 ８ ： 発 明 を す る 人 が 損 を し な い よ う に 、 努 力 の 結 晶 で あ る 発 明 や 創 作 を 、 無 断
でマネできないように守る必要について留意する。

注 ９ ： 知 的 財 産 （ 所 有 ） 権 制 度 に つ い て 、 特 許 権 だ け で は な く 、 著 作 物 の 不 正 コ
ピーの問題についても触れる。



資料１

技術やアイディアを生み出す ～ 知的財産 ～

年 組 番氏名

１．知的財産とは何か？

２．知的財産制度には、どんなものがありますか？

「保護するもの」

（ア） （ ）

（イ） （ ）

（ウ） （ ）

（エ） （ ）

（オ） （ ）

（カ） （ ）

３．知的財産は、わたしたちの生活と関係がありますか？



４．特許とはどのようなものですか？

５．物のデザインやネーミングは特許になりますか？

６．特許は何年間有効ですか？

７．発見と発明の違いを答えなさい。

８．特許をとることの意義（ねらい）は何ですか？



資料２

技術やアイディアを生み出す ～ 知的財産 ～

年 組 番氏名

１．あなたの知っているまたは、身近にある商品で特許を取得している商品を１つあげな

さい。

商品名

その商品のどこが特許ですか？

２ 「ヒット商品を支えた知的財産権」で興味・関心を持った商品を１つ選び、次の項目．

を記入しなさい。

（１）商品名

（２）商品分類

（３）メーカー名

（４）発売日（製造年月）

（５）発想（開発の意図）

（６）知的財産権の種類

（７）興味・関心を持った理由



３．まとめ



資料３－１ 「日本弁理士会」のホームページ「 」より教材提供http://www.jpaa.or.jp/

・とっきょ探偵団をクリックする。

・ここをクリック



資料３－２ 「日本弁理士会」のホームページ「 」より教材提供http://www.jpaa.or.jp/

・とっきょ探偵団をクリックする。

・ここをクリック



資料３－３ 「日本弁理士会」のホームページ「 」より教材提供http://www.jpaa.or.jp/

・ヒット商品を支えた知的財産権を

クリックする。

・

・この中から興味・関心がある商品

または、知っている商品を選び、ワ

ークシートに記入する。

・商品名

・メーカー名

・発売日（製造年月）

・発想（開発の意図）

・知的財産権の種類

・興味関心を持った理由



資料３－４ 「日本弁理士会」のホームページ「 」より教材提供http://www.jpaa.or.jp/

例１「雪見だいふく」

・商品名 ロッテの「雪見だいふく」

・商品分類 食品

・メーカー名 株式会社ロッテ

・発売日（製造年月） 昭和５６年１０月発売

・発想（開発の意図） アイスクリーム業界では後発であり、参入当時は先発乳

業各社が高いシェアであった。２年連続で冷夏という悪

影響もうけて、販売が落ち込み、気候に左右されないユ

ニークな商品の開発が必要であった。ヒントは四季を通

じて人気商品である「大福餅」であった 「アイスクリ。

ームは夏だけの商品ではない。こたつに当たりながら大

福餅をパクつく感覚のアイスクリームがあれば人気商品

になる 」という逆転の発想。。

・知的財産権の種類 昭和５６年５月に製品、製法の特許を出願

平成元年１２月特許取得 特許第 号1537351

特にアイスクリームを包んでいる餅の成分

・興味、関心を持った理由 他のアイスクリームにない食感とアイスのようでアイス

でない商品だから。

値段も手頃である。
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